
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
思
う
⑫ 

聖
書
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
差
別 

 

長
谷
川 

修 
 

 

聖
書
の
正
典
四
福
音
書
（
マ
ル
コ
、
マ
タ
イ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
）
に
よ
る
と
、
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ

は
、
一
二
使
徒
の
一
人
で
あ
り
会
計
を
担
当
し
て
い
た
。
師
イ
エ
ス
を
裏
切
り
、
銀
貨
三
〇
枚
と
引
き
換

え
に
イ
エ
ス
を
ユ
ダ
ヤ
人
祭
司
長
に
引
き
渡
し
た
人
物
と
し
て
、
聖
書
中
最
大
の
悪
役
で
あ
り
悪
魔

サ

タ

ン

と
も

見
な
さ
れ
た
。
後
世
の
西
洋
の
芸
術
家
は
、
イ
エ
ス
が
弟
子
の
裏
切
り
を
予
告
す
る
「
最
後
の
晩
餐
」
や

捕
え
に
来
た
兵
士
た
ち
の
目
印
に
と
師
を
抱
く
「
ユ
ダ
の
接
吻
」
の
場
面
等
を
、
多
く
の
作
品
に
残
し
た
。 

  

五
番
目
の
福
音
書
が
現
れ
た
。
一
九
七
八
年
エ
ジ
プ
ト
の
洞
窟
で
発
見
さ
れ
た
『
ユ
ダ
の
福
音
書
』
は
、

パ
ピ
ル
ス
に
コ
プ
ト
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
三
世
紀
前
半
の
写
本
と
さ
れ
る
。
文
書
は
発
見
後
、
古
物
商

た
ち
の
間
を
転
々
と
渡
る
な
ど
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
修
復
チ
ー
ム
の
懸
命
の
努
力
に
よ
っ
て
、
欠
落

や
落
丁
が
あ
る
も
の
の
、
二
〇
〇
六
年
全
文
が
公
開
さ
れ
た
。 

『
ユ
ダ
の
福
音
書
』
に
つ
い
て
は
、
二
世
紀
末
に
リ
ヨ
ン
の
司
教
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
が
書
い
た
『
異
端
反

駁
』
で
異
端
「
グ
ノ
ー
シ
ス
派
」
の
書
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
そ
の

内
容
は
、
一
七
〇
〇
年
後
の
二
一
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
外
典
福
音
書
に
描
か
れ
た
ユ
ダ
は
正
典
四
福
音
書
と
は
全
く
異
な
る
。
ユ
ダ
は
イ
エ
ス
を
裏
切
っ

た
の
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
に
命
ぜ
ら
れ
て
当
局
に
引
き
渡
し
た
と
す
る
。
ユ
ダ
は
イ
エ
ス
か
ら
全
て
の
弟

子
た
ち
を
越
え
た
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
お
り
、
ペ
ト
ロ
に
連
な
る
正
統
派
教
会
に
よ
っ
て
罪
を
一
身
に

背
負
わ
さ
れ
た
ユ
ダ
の
復
権
を
は
か
っ
て
い
る
。 

  

ユ
ダ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
は
よ
く
あ
る
由
緒
正
し
い
名
前
（
聖
書
の
中
で
は
異
な
る
九
人
の
ユ
ダ

が
い
る
）
で
あ
る
が
、
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
だ
け
が
突
出
し
て
イ
エ
ス
殺
し
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
正
典
福
音
書
の
記
者
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
の
厳
し
い
時
代
に
、
イ
エ
ス

の
十
字
架
刑
を
決
め
た
の
は
、
ロ
ー
マ
人
総
督
ピ
ラ
ト
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
大
祭
司
カ
イ
ア
フ
ァ
で
あ
る

と
記
し
た
。 

 

大
戦
中
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
六
〇
〇
万
人
の
虐
殺
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
成
立
期
に
淵
源
を

持
つ
と
思
う
が
如
何
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 


